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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・第一回院内研修が以下の通り実施されます。

日時：5/29（木）・5/30（金）17：30～18：30

　　場所：メンタル病棟4階　メモリアルホール

　　テーマ：「当院における精神科医療サービスのあり方について」

　　講師：佐々木　健之AOM

　　各自、確認し出席表に入力していきましょう。

・本日、東病棟　Ａユニットより、巴　勇樹様デイナイトケア体験利用されています。

・H26年5月21日(木)13:00～13：30若松健一様の症例検討会が西病棟Bユニットミーティングルームであります。
また29日（木）16：00～地域復帰支援検討会が旧ディケア室であります。

・職員レクから、ドライブツアーのお知らせ
開催日時：H26.6.8（日）　9:00～17:00
目的場所：下北方面（尻屋崎）
対象：法人全職員
参加申し込み、問い合わせ先：　西G　上口昌範
・事業担当者は年間計画書を今月中に小林SGMに提出してください。

＜利用者様情報＞

・中村　与一郎様～本日も倦怠感､違和感等を訴えているものの､発熱は認められない。他のGH入居者が熱中症になったということを話しており､自分の体調不良についても気にしている様子。不調がある際は､静養室で休むことが出来ることを伝えています。

・青木　紀子様～先週1週間､疲労を訴えて実家帰省しており､体調やデイケア利用時の不安等について面談を通じて確認。4月に職員の異動があり､新しい職員が増えて不安になったことや､デイケア利用者の数が増えたことで､疲れることが多くなったと話している。実家帰省し､一人で過ごす時間があったことで疲労が回復して､｢逆に､週末は暇すぎて､早く戻りたいって思ったくらいでしたよ｣と笑っている。父も､日中は出掛けることが多く､適度な距離を保って交流することが出来たとのこと。不調･不安がある際は､相談いただきたいこと､疲労感が強い際は､今回のように休養する時間を持つことを勧めています。

・繁名　和恵様～来所時より、眠気やぼんやりした表情みられていましたが、レクリエーションでは活気ある動きで参加されています。午後、生理のため眠気が強いと訴え、静養室で休まれています。不調訴えがある際は、適度に休養して頂きながらプログラム参加促していきます。
・高橋　洋子様～18日（日）近所の庭より、芍薬を盗掘しているところを芍薬の持ち主にみつかり、「もっと太い芍薬だったから、買って返せ」と言われたとのことで、家族総出で芍薬の木を探したことがあったとのことです。そのことで、娘様や姉様より、きつく注意され、落ち込んで来所されて、話をしている最中に涙を浮かべる様子がみられました。現在住んでいる県営住宅にはいづらくなったとのことで、娘様から「一緒に引っ越すか」と言われ、娘様から見捨てられなかったことに安心したと話されています。娘様には、通所スタッフには話すなと言われたとのこと。プログラムには、普段どおり参加できています。悪い事をしたという事実は振り返って頂き、本人の思いを傾聴することで、不安感や気分の落ち込みの軽減を図っていきます。

＜外来情報＞

特になし

